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周期表には 100あまりの元素がありますが、

そのうちの 80ほどは金属元素です。金属元素

のなかには 30種類ほどの遷移金属があり、こ

れらは、さまざまな酸化状態やスピン状態を

とりえること、光吸収性や磁性をもつこと、

その化学結合には柔軟性があり特異な方向性

をもつことなど、物質の化学機能の多様性の

源となる要素をたくさんもっています。遷移

金属を含む錯体は、有機化合物や無機化合物

が単独では実現できない多様な新しい化学機

能をもつ優れた物質です。

昨今、優れた化学機能をもつ物質を設計し、

人工的にその化学機能を発現させる素材とし

て金属錯体が広く利用されるようになってき

ました。金属錯体は、化学の枠を越え大きな

広がりをみせ、さまざまな分野に重要な影響

と関連をもつようになってきています。

金属錯体とは

高校の化学ⅠBのどの教科書にも「錯イオン」

という項目が 1ページほどにわたって記載さ

れており、錯イオンとは「金属イオンに無機や

有機の陰イオンや中性分子が結合したもの」

と、定義されています。そして、錯イオンの

例として、銀にアンモニアが 2分子結合して

直線上に並んだ［Ag（NH3）2］＋や、銅のアンモ

ニア錯体（［Cu（NH3）4］2＋）、また正四面体型の

亜鉛のアンモニア錯体（［Zn（NH3）4］2＋）があげ

られています。また、鉄イオンを中心とする

正八面体の頂点にシアン化物イオンが配列し

た構造をもつ錯イオンがあり、鉄イオンは 2

価および 3価の状態をとることが可能で、そ

れぞれの状態で色が異なることが紹介されて

います。

金属錯体とは、錯イオンと同じような組成

をもっていますが、必ずしも電荷をもつわけ

ではなく、金属イオンに中性分子、陽イオン

などが配位結合した化合物全般を含めた総称

です。

この金属錯体の概念は、1893年、スイスの

アルフレッド・ウェルナー（1913年度ノーベ

ル化学賞）により提唱されました。以来、100

年あまりが過ぎ、この間にさまざまな知識が

体系化され、また、金属錯体が優れた機能を

もつことが明らかにされてきました。

金属錯体や錯イオンの「錯」の字は、「錯乱、

錯綜、錯覚」など、物事がはっきりせずよく

わからないときに使う字のようです。ウェル
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さまざまな金属錯体の働きと
金属錯体の化学研究の必要性
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ナーがこの概念を発表した当時、配位子とな

る中性分子やイオンと金属との結合がよくわ

からなかったため、複雑でよくわからないと

いう意味の名称「コンプレックス」をこの化合

物群に与えました。明治時代の先輩がこの「コ

ンプレックス」を日本語訳する際に、「錯」とい

う字をあてはめたようで、当時の化学者の造

語力は敬服に値します。正確な訳ではありま

すが、難しい字をあてたため、特殊な難しい

化合物のように思われがちです。しかし、錯

体は身の回りにたくさん存在します。純粋な

金属を除けば、金属を含む化合物はほとんど

すべて錯体として存在しているといえます。

本シンポジウムのタイトルは「金属元素が拓

く 21世紀の新しい化学の世界」となっていま

すが、内容的には、「金属錯体が拓く 21世紀

の新しい化学の世界」と置き換えることができ

ます。私たちの身の回りにたくさんの金属錯

体が存在しますが、そのいくつかを紹介しま

す。

さまざまな金属錯体とその働き

金属錯体の特徴のひとつとして、多彩な色

をもつことがあげられます。たとえば、少し

前まで使われていた東海道・山陽新幹線の車

体の青色や、東北・上越新幹線の緑色は、銅

の周りを窒素原子がとりかこんだフタロシア

ニン銅と呼ばれる金属錯体です（図1）。たい

へん安定で寒暑風雪に耐えられる優れた物質

です。

また、植物の葉は、CO2を吸収して酸素を

排出するという光合成を行っています。その

プロセスは複雑ですが、最初に光を吸収して

反応を開始する過程をになう物質クロロフィ

ルは、マグネシウムが中央にあり、その周り

をとりかこんでいる有機分子の窒素がマグネ

シウムに配位した錯体です（図2）。

私たちの血液のなかのヘモグロビンは酸素

の運搬機能をもっていますが、酸素の吸脱着

機能は、そのなかに含まれる鉄がになってい

ます。鉄は環状の有機分子にとりかこまれて

おり、これも錯体のひとつとみなすことがで

きます（図3）。

海産無脊椎動物の体内を流れて酸素を運搬

するヘムエリトリンは、図4のように鉄イオ

ンを 2個含む構造をもっており、酸素をとり
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図2 身近な金属錯体・その2 クロロフィル




